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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 5,049 △6.8 △795 ― △820 ― △1,508 ―
25年3月期第2四半期 5,417 △2.1 △619 ― △645 ― △2,196 ―

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 △1,508百万円 （―％） 25年3月期第2四半期 △2,196百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 △224.89 ―
25年3月期第2四半期 △327.38 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第2四半期 20,921 8,369 40.0 1,247.31
25年3月期 22,405 9,958 44.4 1,484.19
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  8,369百万円 25年3月期  9,958百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00
26年3月期 ― 0.00
26年3月期（予想） ― 12.00 12.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,980 △2.0 210 16.2 160 23.9 △880 ― △131.15



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対す
る四半期レビューが実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績予想等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項は、添付資料４ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 6,710,000 株 25年3月期 6,710,000 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 280 株 25年3月期 233 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 6,709,727 株 25年3月期2Q 6,709,800 株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策を起点とした円安・株高に支えら

れ国内総生産は緩やかな回復状況となっております。個人消費は一部の富裕層を中心に上昇傾向が見ら

れるものの、勤労者の可処分所得は増えておらず、全体としては低価格志向が続いており、消費の本格

的な回復には至っておりません。 

当業界におきましては、新学習指導要領が導入され、学習内容が大幅に増加し、また難易度も高くな

り学習塾に対するニーズが高まっております。とりわけ学力中下位層が学校の授業についていくために

個別指導型の学習塾を選択する傾向が強まっております。個別指導を専門とする大手塾のＦＣ展開が加

速され集団型の塾との競合も一層激化してきております。 

こうした厳しい競合状況において企業として生き残れるかどうかは、①経営環境を全社員の共通認識

とすること、②提供する教育サービスが、生徒・保護者によって競合他社と相対的に評価されることを

全社員の共通認識とし、それぞれの現場でよりクオリティの高い教育サービスを提供すること、③新し

い業態の教育サービスを開発・進化させていくこと、だと考えております。 

そのため第１四半期・第２四半期においては、各本部全体の決起集会だけでなく、各本部内にマーケ

ット単位で立ち上げているプロジェクトチームを中心とした分科会を複数回開催し、社員の意識の共有

化を図ってまいりました。 

売上におきましては、各事業本部ごとに変化した市場及びそれぞれの地域に対応した教育サービスを

企画・立案しております。また募集方法も様々に工夫をし、生徒数の増加と同時に生徒一人当たりの売

上単価の向上も図っております。 

営業費用におきましては、前期の３月より小中学部の42校舎を秀英ｉＤ予備校へ転換し、人員効率を

図ったことによる人件費の削減、大型の設備投資を抑制したことによる事務用消耗品費・減価償却費の

減少、校舎家賃の軽減による賃借料の削減に努めてまいりました。 

特別損益におきましては、保険積立金の満期に伴う満期返戻金との差額を保険差益として特別利益に

計上いたしました。また、保護者の低価格志向に対応した低価格戦略を取り入れている地域の校舎にお

いて、生徒数は増加しているものの収益が計画を下回っている校舎もあります。これらの校舎におい

て、固定資産の帳簿価額を回収可能額まで減額するとともに、減損損失を計上しております。 

以上の結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は5,049百万円(前年同四半期は

5,417百万円)、営業損失は795百万円(前年同四半期は営業損失619百万円)、経常損失は820百万円(前年

同四半期は経常損失645百万円)、四半期純損失は1,508百万円(前年同四半期は四半期純損失2,196百万

円)となりました。 

なお、季節的変動要因として、当社グループの生徒数は小中学部・高校部ともに、第１四半期に比べ

第２四半期以降において、各種講習会に参加する一般生数が増加し、また、本科授業の２学期が開始さ

れる９月及び３学期が開始される１月には新入学により本科生数が増加いたします。したがって、第１

四半期に比べ第２四半期以降の売上高の割合が大きくなる傾向があります。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
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セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。 

(小中学部) 

小中学部におきましては、県・ブロック・一部の校舎単位での企画・戦略の立案と募集活動を行って

まいりました。年間の予算を大きく左右する夏期一般生募集は過去最高の数字をあげることができまし

た。また、一般生の９月入学にむけて、入学勧誘活動の研修も充実させてまいりました。結果として９

月の本科生数は予算数の98％とほぼ計画どおり推移いたしました。しかしながら、売上高におきまして

は、高単価の受験学年の中３生が過年度より減少しているため回復には至っておりません。また、前期

の３月より小中学部の42校舎を秀英ｉＤ予備校へ転換したことにより、その売上はその他の教育事業へ

移行しております。結果として、小中学部の売上高は3,159百万円（前年同四半期は3,691百万円）、セ

グメント損失は52百万円（前年同四半期はセグメント利益18百万円）となりました。 

(高校部) 

高校部におきましては、高３・卒生の授業は、生徒満足度の高い教師の授業を複数教室へ同時配信す

る「遠隔ライブ授業」を中心として実施しております。生徒の受講評価も高く、平常授業・各種講習の

受講単価も上昇しております。また、高１・２年生の年度途中での退学防止にむけての活動・研修も強

化し大きな成果をあげています。しかしながら、小中学部と同様に受験学年の高３生数が過年度より減

少しているため、高校部の売上高は822百万円(前年同四半期は1,038百万円)、セグメント損失146百万

円(前年同四半期はセグメント損失30百万円)となりました。 

(その他の教育事業) 

個別指導部門におきましては、校舎の新設は行っておりません。既存校での生徒数が微増状態となっ

ております。新たな特別講習を企画し売上増を図っておりますが、予算を下回る売上状況となっており

ます。 

小中学部の秀英ｉＤ予備校におきましては、業態替えした校舎を含め生徒数は増加しておりますが、

予算は下回るところとなっております。売上高に関しましては予算をほぼ達成しております。結果とし

て、その他の教育事業の売上高は1,068百万円(前年同四半期は687百万円)、セグメント損失は186百万

円(前年同四半期はセグメント損失162百万円)となりました。 
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(資産) 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて143百万円減少し、2,975百万円となりました。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて1,340百万円減少し、17,946百万円となりました。これは有

形固定資産における減価償却の計上及び、授業料単価の下落等による将来キャッシュ・フローの減少に

よる減損損失の計上、建設協力金の回収により敷金及び保証金が減少したためであります。また、当期

の業績を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性を考慮し、その一部を取崩しております。 

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて1,483百万円減少し、20,921百万円となりました。 

(負債) 

流動負債は前連結会計年度末に比べて240百万円増加し、6,006百万円となりました。これは当第２四

半期末において、９月入学による生徒数の増加により翌月以降の授業料等前受金が増加したためであり

ます。 

固定負債は前連結会計年度末に比べて134百万円減少し、6,545百万円となりました。これは長期借入

金の約定返済が進んだためであります。 

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて105百万円増加し、12,552百万円となりました。 

(純資産) 

純資産合計は前連結会計年度末に比べて1,589百万円減少し、8,369百万円となりました。 

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の44.4％から40.0％となりました。 

  

連結業績予想につきましては、平成25年10月31日に公表いたしました連結業績予想から変更はありま

せん。  

  

（２）財政状態に関する説明

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。 

  

（役員退職慰労金制度の廃止）  

当社は、役員の退職慰労金の支給に充てるため、役員退職慰労引当金を計上しておりましたが、平成

25年５月８日開催の取締役会において、役員退職慰労金制度廃止に伴う打切り支給を決議し、平成25年

６月27日開催の定時株主総会において、当該廃止日までの在任期間に対応する役員退職慰労金を当社の

内規に基づき、各役員の退任時に支給することを決議したため、役員退職慰労金の未払額703,964千円

を固定負債の「その他」に含めて表示しております。 
 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）追加情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,906,494 1,326,184 

受取手形及び売掛金 252,217 414,351 

商品 83,897 79,570 

貯蔵品 22,108 23,522 

繰延税金資産 130,592 414,501 

その他 727,796 723,762 

貸倒引当金 △4,207 △6,742 

流動資産合計 3,118,899 2,975,151 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,494,833 6,057,104 

土地 4,572,413 4,548,888 

その他（純額） 654,391 511,771 

有形固定資産合計 11,721,638 11,117,765 

無形固定資産   

その他 103,285 97,278 

無形固定資産合計 103,285 97,278 

投資その他の資産   

繰延税金資産 657,443 312,619 

敷金及び保証金 6,062,981 5,797,399 

その他 1,103,224 983,143 

貸倒引当金 △362,419 △362,136 

投資その他の資産合計 7,461,229 6,731,025 

固定資産合計 19,286,153 17,946,070 

資産合計 22,405,053 20,921,221 

負債の部   

流動負債   

短期借入金 2,690,000 2,699,420 

1年内返済予定の長期借入金 966,933 701,776 

未払金 540,883 406,636 

未払法人税等 77,145 48,452 

未払消費税等 29,049 3,834 

前受金 567,367 1,248,436 

賞与引当金 179,412 213,840 

その他 715,750 684,258 

流動負債合計 5,766,541 6,006,654 
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

固定負債   

長期借入金 1,732,181 1,589,493 

繰延税金負債 508 508 

退職給付引当金 1,002,537 1,047,057 

役員退職慰労引当金 696,656 － 

資産除去債務 695,632 703,786 

その他 2,552,380 3,204,591 

固定負債合計 6,679,896 6,545,437 

負債合計 12,446,438 12,552,092 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,089,400 2,089,400 

資本剰余金 1,944,380 1,944,380 

利益剰余金 5,924,944 4,335,476 

自己株式 △109 △127 

株主資本合計 9,958,615 8,369,128 

純資産合計 9,958,615 8,369,128 

負債純資産合計 22,405,053 20,921,221 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 

 第２四半期連結累計期間 

 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

売上高 5,417,406 5,049,475 

売上原価 5,406,965 5,236,822 

売上総利益又は売上総損失（△） 10,441 △187,347 

販売費及び一般管理費 629,555 608,362 

営業損失（△） △619,114 △795,710 

営業外収益   

受取利息 36,747 34,384 

その他 17,323 16,552 

営業外収益合計 54,070 50,936 

営業外費用   

支払利息 78,345 71,929 

その他 2,256 4,083 

営業外費用合計 80,602 76,013 

経常損失（△） △645,646 △820,787 

特別利益   

受取補償金 14,678 － 

保険差益 － 9,689 

特別利益合計 14,678 9,689 

特別損失   

減損損失 1,913,138 607,371 

特別損失合計 1,913,138 607,371 

税金等調整前四半期純損失（△） △2,544,106 △1,418,469 

法人税、住民税及び事業税 31,023 29,567 

法人税等調整額 △378,448 60,914 

法人税等合計 △347,424 90,481 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,196,681 △1,508,951 

四半期純損失（△） △2,196,681 △1,508,951 
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,196,681 △1,508,951 

四半期包括利益 △2,196,681 △1,508,951 

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,196,681 △1,508,951 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項) 

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

一部の校舎において国内経済の落ち込みにより売上高・収益が計画を下回っており、十分な生徒数

及び平均単価の確保が難しい状況となったため、今後の見通しを踏まえ、固定資産を回収可能価額ま

で減額し、1,913,138千円を減損損失として計上しております。 

なお、セグメントごとの減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては小中学部

1,128,578千円、高校部306,958千円、その他の教育事業477,601千円であります。 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

(単位：千円)

報告セグメント

小中学部 高校部 その他の教育事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 3,691,241 1,038,520 687,645 5,417,406

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

― ― 4,311 4,311

計 3,691,241 1,038,520 691,957 5,421,718

セグメント利益又は損失(△) 18,417 △30,088 △162,199 △173,870

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △173,870

セグメント間取引消去 8,411

のれんの償却額 △16,501

全社費用(注) △437,152

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △619,114
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項) 

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

一部の校舎において国内経済の落ち込みにより売上高・収益が計画を下回っており、十分な生徒数

及び平均単価の確保が難しい状況となったため、今後の見通しを踏まえ、固定資産を回収可能価額ま

で減額し、607,371千円を減損損失として計上しております。 

なお、セグメントごとの減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては小中学部

187,759千円、高校部60,343千円、その他の教育事業359,269千円であります。 

  

  

  

(単位：千円)

報告セグメント

小中学部 高校部 その他の教育事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 3,159,097 822,223 1,068,154 5,049,475

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

― ― 6,883 6,883

計 3,159,097 822,223 1,075,038 5,056,359

セグメント損失(△) △52,315 △146,029 △186,042 △384,386

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △384,386

セグメント間取引消去 9,776

全社費用(注) △421,099

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △795,710
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